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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2026年５月15日に公表いたしました2027年３月期第２四半期（中間期）

及び通期の連結業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1. 連結業績予想の修正について 

（１）2027年３月期第２四半期（中間期）（2026年４月１日～2026年９月30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

79,000 

百万円 

1,320 

百万円 

1,330 

百万円 

747 

円 銭 

68.90 

今回修正予想(B) 79,420 850 960 540 49.80 

増減額(B-A) 420 △470 △370 △207  

増減率(％) 0.5 △35.6 △27.8 △27.7  

(参考)前期実績 

2026年３月期第２四半期 
78,270 1,301 1,320 746 68.84 

 

 

（２）2027年３月期通期（2026年４月１日～2027年３月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

161,000 

百万円 

3,760 

百万円 

3,800 

百万円 

2,090 

円 銭 

192.78 

今回修正予想(B) 161,000 2,700 2,800 1,500 138.36 

増減額(B-A) － △1,060 △1,000 △590  

増減率(％) － △28.2 △26.3 △28.2  

(参考)前期実績 

2026年３月期通期 
159,119 3,572 3,698 2,077 191.62 

 

 

 

 



 

 

 

 

２．修正の理由 

（１）第２四半期（中間期）の業績予想の修正理由 

売上高につきましては、夏場における不順な天候等の影響により全体的に低調に推移した 

ものの、酒販事業における10月の酒税改正前の駆け込み需要の取り込みや、外食事業における 

直営店増加の効果により、前回発表予想を上回る見込みとなりました。 

一方、利益面におきましては、人件費や光熱費等の高騰が想定を上回り、営業利益、経常利益 

および親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、いずれも前回発表予想を下回る見込み 

となりました。 

 

  （２）通期の業績予想の修正理由 

 新規出店及び改装を進めていく予定でおりますが、第３四半期以降につきましても、物価高 

による消費者の節約志向の高まりや、原材料価格やエネルギー価格の高騰、人件費の上昇 

といったコスト増の傾向が継続するものと見込まれることから、通期の業績予想を修正して 

おります。 

 

（注）上記の業績予想数値につきましては、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ 

り、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


